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五
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後

一
時
よ
り
、
群
馬
県
教
育
会

館
中
会
議
室
に
お
い
て
第
１
６

１
回
定
期
大
会
が
三
年
ぶ
り

に
会
場
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
７
名
、
委
任
２
９
分
会
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
３
名
、
本
部
７
名

の
参
加
で
し
た
。 

 

執
行
委
員
長
挨
拶
に
続
き

全
教
副
執
行
委
員
長
の
有
馬

さ
ん
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
来
賓

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

以
下
、
討
論
内
容
概
略 

【
非
常
勤
講
師
雇
止
め
】 

○
坂
田
（
前
橋
清
陵
）
高
教
月

報
に
あ
る
県
教
委
回
答
に
は

「
勤
務
の
取
扱
に
つ
い
て
説
明

を
丁
寧
に
行
な
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
る
が
丁
寧
な
説
明
は
ま

だ
な
い
。
清
陵
で
は
非
常
勤
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
回
答
４
件

（資
料
集
参
照
）。
こ
の
問
題
は

定
数
問
題
に
直
結
。
も
っ
と
要

求
を
具
体
化
す
べ
き
。 

○
澁
谷
（
前
高
特
）
そ
も
そ
も

説
明
し
て
か
ら
雇
う
べ
き
も

の
。
付
随
業
務
も
交
渉
課
題
。

非
常
勤
だ
け
で
な
く
公
仕
の

人
権
も
大
事
に
さ
れ
て
い
な
い
。

教
職
員
と
し
て
の
誇
り
を
持

て
る
環
境
作
り
が
必
要
。
非
常

勤
の
冷
遇
事
例
を
挙
げ
ろ
と

県
教
委
は
言
う
が
、
そ
れ
は

あ
な
た
方
の
仕
事
だ
と
は
っ

き
り
伝
え
た
い
。 

○
春
山
（
前
東
）
県
議
へ
の
要

請
有
効
。
県
議
会
レ
ベ
ル
の
話

題
に
し
た
い
。
定
数
不
足
の
実

態
を
組
合
が
調
べ
る
の
は
変
。

県
議
が
つ
つ
け
ば
教
委
は
真
剣

に
調
べ
る
筈
。
組
織
も
若
手
へ

の
引
継
ぎ
を
考
え
活
動
を
広

げ
な
い
と
。 

○
水
田
（
伊
商
）「
付
随
す
る

業
務
」
は
県
の
行
政
用
語
で
混

乱
の
元
、
別
の
表
現
に
変
え
る

べ
き
。
非
常
勤
の
二
重
価
格
は

経
過
措
置
で
は
な
く
継
続
事

項
と
交
渉
で
確
認
済
み
。 

【
新
過
程
の
観
点
別
評
価
】 

○
坂
本
（
高
経
附
）
ち
ゃ
ん
と

し
た
説
明
な
く
現
場
は
混
乱
。

通
知
表
、
テ
ス
ト
問
題
に
も
反

映
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
点
数
化
し
疲
弊
す
る
だ
け
。

他
校
の
状
況
は
？
高
教
組
と

し
て
も
学
習
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。 

○
吉
澤
（
勢
多
農
）
校
内
研
修

で
２
名
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
紹
介
。

煩
雑
な
業
務
で
成
績
処
理
の

時
間
確
保
は
困
難
。
要
望
し
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た
が
、
そ
れ
を
や
る
の
が
仕
事
で

し
ょ
み
た
い
な
反
応
。 

○
田
口
（
清
陵
）
先
に
評
価
あ
り

き
で
、
枠
に
生
徒
を
当
て
は
め
な

く
て
は
い
け
な
い
。
丁
寧
に
や
れ

ば
と
思
う
ほ
ど
矛
盾
。
教
科
書
は

丁
寧
で
教
師
が
工
夫
し
な
く
て

も
で
き
る
程
教
材
が
充
実
。
教

師
の
本
来
業
務
で
な
い
が
、
デ
ジ

タ
ル
操
作
を
こ
な
せ
る
だ
け
で

満
足
す
る
若
手
が
増
え
る
危
惧
。 

○
八
重
樫
（
渋
工
）
毎
回
、
振
り

返
り
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
る
が
、

見
る
の
に
五
〇
分
。
生
徒
も
「
先

生
、
こ
れ
続
け
る
ん
で
す
か
？
」

今
ま
で
質
問
し
な
か
っ
た
生

徒
の
声
に
は
役
立
つ
。 

○
内
川(

高
経
附)

観
点
別
＋
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
、
授
業
準
備
の
負
担
増

で
２
教
科
が
限
界
。
観
点
別
を

や
る
な
ら
客
観
性
必
要
。
推

薦
希
望
者
は
成
績
に
敏
感
。 

○
茂
木(

前
商)

公
正
評
価
は

無
理
、
い
づ
れ
破
裂
す
る
。

知
・
思
を
分
け
て
点
数
化
し
Ａ

Ｂ
Ｃ
分
類
、
何
の
意
味
が
あ
る

の
か
？
全
て
を
含
め
て
能
力
。

分
割
す
る
意
味
不
明
。
評
価

に
落
と
し
込
む
に
も
客
観
性

保
て
な
い
。
複
数
担
当
は
尚
更
。

推
薦
重
視
の
高
校
で
は
公
正

な
判
断
の
説
明
は
無
理
。
ア
バ

ウ
ト
さ
は
あ
る
が
現
行
の
方

が
客
観
性
は
保
て
る
。 

○
春
山
（
前
東
）
破
綻
し
な
い

と
思
う
。
テ
ス
ト
問
題
に
も

思
・知
表
示
あ
る
が
、「
先
生
、

今
回
の
テ
ス
ト
手
抜
き
じ
ゃ
な

い
で
す
か
？
」
生
徒
は
気
づ
い

て
い
る
。
業
者
テ
ス
ト
に
手
を

出
す
の
も
分
か
る
が
、
問
題

だ
と
言
い
続
け
る
事
が
重
要
。 

○
星
野
（高
商
）１
年
担
当
は

毎
時
間
振
り
返
り
で
大
変
。
や

っ
て
も
や
っ
て
も
採
点
終
わ
ら

な
い
。
１
ク
ラ
ス
に
５
時
間
。

全
教
科
で
評
価
割
合
を
揃
え

る
縛
り
が
あ
る
。 

 

○
高
橋
（
伊
工
）
若
手
中
心
に

評
価
の
観
点
作
り
。
記
述
と
マ

ー
ク
問
題
で
対
応
。
知
識
と
思

考
も
数
学
で
は
差
が
分
か
ら

な
い
。
教
員
の
ア
バ
ウ
ト
な
線

引
き
で
は
怪
し
い
。 

○
澁
谷
（
前
高
特
）
授
業
の
豊

か
さ
が
失
わ
れ
教
育
の
質
が

変
わ
る
。
人
事
評
価
は
す
る

が
適
当
に
や
る
し
か
な
い
の
と

同
じ
。
中
々
そ
う
な
ら
な
い
が

言
い
続
け
る
し
か
な
い
。 

【
組
織
拡
大
】 

○
水
田
（
伊
商
）
拡
大
で
な
く

組
織
維
持
も
厳
し
い
の
で
本

気
で
考
え
な
い
と
。
何
が
大
事

な
の
か
、
組
合
活
動
で
大
事
な

も
の
に
絞
る
べ
き
。
全
国
の
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
助
か
っ
た
部

分
も
あ
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
も
含

め
試
行
錯
誤
。 

○
澁
谷
（
前
高
特
）
昨
年
１
年

目
で
、
こ
れ
で
は
組
合
が
回
っ

て
い
か
な
い
な
と
、
専
従
に
な

る
つ
も
り
だ
っ
た
が
後
悔
。
組

合
の
こ
と
を
考
え
た
時
、
来
年

度
は
是
非
専
従
を
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
。
若
い
書
記
長
を

育
て
る
と
い
う
の
も
あ
り
。
若

い
人
に
も
参
加
し
て
良
か
っ
た

な
と
い
う
経
験
を
さ
せ
た
い
。 

【
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
】 

○
八
重
樫
（渋
工
）校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
出
張
、
年
休
等
の
一
元
管
理

可
能
に
な
る
が
、
紙
ベ
ー
ス
と

併
用
で
二
度
手
間
。
試
験
問

題
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
そ
ろ
そ
ろ
。
Ｉ

Ｔ
化
に
よ
る
仕
事
増
は
や
め
て

も
ら
い
た
い
。 

○
星
野
（
高
商
）
全
校
で
テ
ス

ト
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
。
著
作
権
は
県
教

委
と
明
示
。
開
示
請
求
対
策
。 

○
田
口
（清
陵
）先
行
し
て
Ｐ
Ｄ

Ｆ
化
し
て
き
た
。
サ
イ
ズ
の
統

一
な
く
県
教
委
も
ふ
ら
つ
き
。

情
報
開
示
す
べ
き
事
な
の

か
？
突
っ
ぱ
ね
て
も
良
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
。 

○
坂
本
（
高
経
附
）
入
試
採
点

も
そ
の
レ
ベ
ル
に
な
る
心
配
。

理
由
を
求
め
る
生
徒
、
親
へ
の

対
応
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。 

○
内
川
（
高
経
附
）
専
門
部
に

非
常
勤
部
会
も
作
る
べ
き
。 

○
有
馬
（
全
教
）
矛
盾
だ
ら
け

で
進
ん
で
い
る
。
全
教
で
も
議

論
し
討
議
資
料
作
成
。
矛
盾
に

子
ど
も
達
は
気
づ
い
て
い
る
。

次
世
代
と
う
ま
く
か
み
合
っ
て
、

色
ん
な
こ
と
を
若
い
人
と
。 

 

 

 

ぐんぞうくんのロゴマークです。みなさん覚

えていますか？三体のゾウが顔を寄せ合っ

ている姿がモチーフです。          

三年ぶり会場開催の定期大会は、参加者数

よりも本音が聞けた意味が大きかったと思

います。とはいえ採決の時はさすがに…。 

みなさん！「我がごと春闘」じゃないけれ

ど、「マイユニオン」ですからね。ぐんまの事

はぐんまでやらねば。 

復活☆ぐんぞうくん 


